
－６－広報あんじょう　2002.7.1

第52回重点目標

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更
生
を
支
え
、

人
々
が
支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
く
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
皆

さ
ん
の
手
で
犯
罪
や
非
行
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

本
市
で
も
、
保
護
司
や
更
生
保
護
婦

人
会
、
警
察
署
、
教
育
委
員
会
な
ど
の

関
係
機
関
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
安
城
市
実
施
委
員
会
」
を
つ
く
り
、

期
間
中
、
街
頭
で
の
広
報
活
動
や
町
内

会
単
位
で
の
ミ
ニ
集
会
の
開
催
な
ど
様

々
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民

間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
地
域

の
実
情
や
習
慣
を
よ
く
理
解
し
て

い
る
人
が
委
嘱
さ
れ
、
罪
を
犯
し

た
人
や
更
生
し
よ
う
と
し
て
い
る

人
の
生
活
目
標
や
指
針
を
定
め
る

こ
と
な
ど
を
通
し
て
、
更
生
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

と
き
▼
７
月
25
日
�
午
後
２
時
　
と
こ

ろ
▼
市
教
育
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
　
講

師
／
演
題
▼
坂
田
成
夫
氏
（
安
城
学
園

高
校
校
長
）
／
「
響
き
あ
う
学
校
〜
も

う
ひ
と
つ
の
学
校
・
地
域
〜
」

と
き
▼
７
月
１
日
�
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
　
と
こ
ろ
▼
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
駅
な
ど
　
参
加
者
▼
保
護
司
、
更

生
保
護
婦
人
会
会
員
な
ど

更
生
保
護
対
象
の
人
た
ち
が
働
き
場

所
に
困
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
も
、

理
解
の
あ
る
雇
用
主
さ
ん
（
協
力
事
業

主
）
へ
の
お
願
い
を
重
点
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
犯
罪
歴
や
非
行
歴
の

あ
る
人
た
ち
を
差
別
し
な
い
で
雇
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
現
在
、
市
内
で
は
14
事

業
所
が
協
力
事
業
主
と
し
て
登
録
し
て

い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

街
頭
広
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

女
性
と
し
て
、
ま
た
、
母
親
と

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
、

非
行
防
止
、
地
域
の
犯
罪
予
防
と

非
行
少
年
や
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
保
護
活
動
に
協
力
す
る
団

体
で
す
。

ま
た
、
若
い
お
母
さ
ん
な
ど
を

対
象
に
講
座
を
開
催
し
、
子
育
て

支
援
活
動
に
も
力
を
注
い
で
い
ま

す
。

●
更
生
保
護
婦
人
会
と
は
？

●
保
護
司
と
は
？

小
５
年
）、「
な
り
た
い
な
　
あ
い
て
の

き
も
ち
わ
か
る
ひ
と
」
野
村
柚ゆ

月づ
き（

作

野
小
１
年
）

入
選
▼
「
お
か
え
り
と

ぼ
く
を
ま
っ
て
る
　
や
さ
し
い
目
」
山や

ま

崎ざ
き

隼じ
ゅ
ん

哉や

（
作
野
小
１
年
）、「
あ
い
さ
つ

が
　
育
て
る
明
る
い
　
家
族
の
輪
」
金か

な

森も
り

晴は
る

輝き

（
西
部
小
１
年
）、「
お
か
あ
さ

ん
　
ち
ゃ
ん
と
き
い
て
ね
　
ぼ
く
の
こ

え
」
神
谷
崇た

か

資し

（
西
部
小
１
年
）、「
気

づ
い
て
よ

ひ
と
み
の
奥
の

心
の
声
」

太
田
真ま

さ

裕ひ
ろ

（
西
部
小
３
年
）、「
だ
め
だ

よ
と
　
一
言
言
え
る
　
そ
の
心
」
大お

お

参み

和か
ず

実み

（
西
部
小
６
年
）、「
育
て
よ
う
素

直
な
心
　
思
い
や
り
」
松ま

つ

坂ざ
か

武た
け

夫お

（
横

山
町
）

【
作
文
】

優
秀
賞
▼
「
あ
り
が
と
う
、
ご
め
ん
な

さ
い
は
、
う
つ
く
し
い
こ
と
ば
」
大
久

保
信の

ぶ

恵え

（
中
部
小
２
年
）
入
選
▼「
大

切
な
家
族
」
橋
本
望み

希き

（
作
野
小
６
年
）

今
年
の
運
動
に
先
立
ち
、
同
委
員
会

が
５
月
に
募
集
し
た
標
語
と
作
文
の
入

選
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

標
語
は
、
858
人
１
４
４
３
点
の
応
募

が
あ
り
、
作
野
小
の
藤
田
美み

咲さ
き

さ
ん
を

は
じ
め
、
10
人
の
皆
さ
ん
が
上
位
入
選
。

作
文
は
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

●
上
位
入
選
作
品

〈
敬
称
略
〉

【
標
語
】

最
優
秀
賞
▼
「
五
日
制
　
深
め
る
チ
ャ

ン
ス
　
家
族
の
輪
」
藤
田
美
咲
（
作
野

小
６
年
）
優
秀
賞
▼
「
笑
顔
あ
る
家

族
に
育
つ
思
い
や
り
」
�
野
智と

も

基き

（
西

部
小
５
年
）、「
子
の
話
　
あ
と
で
は
な

く
て
　
今
聞
こ
う
」
内
藤
麻ま

友ゆ

（
南
部

五
日
制

深
め
る
チ
ャ
ン
ス

家
族
の
輪

今
年
の
運
動
標
語

７月１日�

～31日�

講
演
会

※
入
場
無
料

協
力
事
業
主
の
登
録
を

青少年が太陽に向かって咲くひまわりの

ように明るく強く成長してほしいという

願いが込められています。昭和46年制定。

運動のシンボルマーク

「ひまわり」

問い合わせ�障害援護課


